
 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和２．７．１現在） 総数 294 名 

１年 95 名  ２年 108 名  ３年 91 名 

令 和 ２ 年 1 0 月 2 6 日 
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守
る
こ
と
の
大
切
さ 

校
長 

夏
迫 

満
弘 

 
 

第
六
十
二
回
体
育
大
会
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
一
生

懸
命
取
組
ん
で
く
れ
た
お
陰
で
、
私
も
そ
の
余
韻
に
浸

り
な
が
ら
思
い
出
に
残
る
大
会
と
し
て
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
御
協
力

の
お
陰
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
体
育
大
会
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
向
け
た
新
し
い
生
活
様
式
の
中

学
校
で
昼
食
が
取
れ
な
い
こ
と
を
保
護
者
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
午
前
の
部
が
終
わ
る
や
、
校
内
に
は
見
事
な

ま
で
に
保
護
者
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
す
ご
い

と
、
心
底
か
ら
思
い
ま
し
た
。
「
親
の
背
中
を
見
て
子

は
育
つ
」
と
い
う
言
葉
も
め
っ
た
に
聞
か
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
こ
そ
親
の
背
中
に
学
ぶ
姿
だ
と
思
い
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
学
校
で
は
、
生
徒
や
職
員
に
と
っ
て
ト
イ
レ

ほ
ど
頻
繁
に
利
用
す
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
日

ふ
と
「
次
の
人
の
た
め
に
、
ト
イ
レ
に
思
い
や
り
を
」

と
い
う
掲
示
物
に
目
が
い
き
ま
し
た
。
「
彼
女
の
家
で

も
、
同
じ
よ
う
に
ト
イ
レ
を
使
い
ま
す
か
？
」
と
か
「

初
デ
ー
ト
中
の
ト
イ
レ
が
汚
れ
て
い
た
ら
、
思
い
出
も

ち
ょ
っ
と
汚
れ
る
」
と
か
「
ト
イ
レ
は
借
り
る
も
の
。

借
り
た
も
の
を
汚
し
て
返
し
た
ら
嫌
わ
れ
る
」
な
ど
、

９
つ
の
言
葉
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
、
ご
も
っ

と
も
と
言
い
た
く
な
る
言
葉
ば
か
り
で
す
。
さ
て
、
こ

の
掲
示
物
は
、
何
を
訴
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

仏
教
の
世
界
で
は
、
ト
イ
レ
も
立
派
な
修
行
の
場
で

あ
る
と
聞
き
ま
す
。
厳
し
い
修
行
が
続
く
僧
侶
に
と
っ

て
、
一
人
に
な
れ
る
場
所
は
ト
イ
レ
く
ら
い
の
も
の
で

す
。
「
見
ら
れ
な
い
か
ら
こ
そ
真
価
が
問
わ
れ
、
汚
い

か
ら
こ
そ
清
ら
か
に
」
と
い
う
教
え
の
下
、
誰
に
も
指

示
さ
れ
ず
、
自
分
一
人
で
判
断
す
る
場
で
あ
る
こ
と
が

修
行
の
場
と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
。 

 

我
々
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
社
会
、
学
校

家
庭
に
は
ル
ー
ル
が
存
在
し
ま
す
。
お
互
い
が
よ
り
よ

い
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
そ
の
ル
ー
ル
の
意
味
を
理

解
し
、
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
こ
そ
が
、
社
会

に
お
け
る
自
分
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し

ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

九
月
一
日
（
火
）
に
選
挙
管
理
委
員
会
が

結
成
さ
れ
、
三
年
生
の
有
田
結
愛
さ
ん
が
委

員
長
と
し
て
五
回
の
選
挙
管
理
委
員
会
を
開

催
し
、
立
候
補
受
付
、
告
示
、
公
示
、
選
挙

運
動
、
立
ち
会
い
演
説
会
、
投
票
の
活
動
を

計
画
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
生

徒
会
役
員
改
選
は
、
奄
美
市
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
投
票
箱
を
九
台
、
記
載
台
を
九
台
借

用
し
、
緊
張
感
の
あ
る
生
徒
会
役
員
改
選
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
生
徒
会 

丸
田
会
長
コ
メ
ン
ト 

 

私
も
昨
年
、
あ
の
場
所
に
立
っ
て
演
説
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
聞
く
こ
ち
ら
が
緊
張
し

ま
し
た
。
立
候
補
者
が
演
説
し
て
い
る
姿
を

み
て
い
て
「
と
て
も
緊
張
し
て
い
る
ん
だ
な

ぁ
」
と
い
う
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
新
た
な
生
徒
会
長
が
決
ま
り
、
そ

の
生
徒
会
長
と
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
私
の

生
徒
会
長
と
し
て
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
い
く

ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
の
演
説
を

聴
い
て
い
る
と
立
候
補
者
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
て
、
一
人
一
人
の
築
い
て
い
き
た
い
朝

日
中
の
生
徒
像
が
見
え
ま
し
た
。
誰
が
生
徒

会
長
に
な
っ
て
も
こ
の
朝
日
中
は
、
き
っ
と

良
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
う
思
え
る
演

説
で
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
部
活
動
も
生
徒
会
も
新
体
制
と
な

り
ま
す
。
受
験
に
向
け
て
が
ん
ば
れ
三
年
生 

継
承
（
生
徒
会
役
員
選
挙
） 

 

 

 

投
票
し
た
生
徒
か
ら 

立
候
補
者
一
人
一
人
が
朝
日

中
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
い
う

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
演
説
会

で
し
た
。
全
校
生
徒
の
前
で
自

分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
は
っ
き

り
伝
え
て
い
て
、
一
人
一
人
個

性
が
あ
り
、
堂
々
と
演
説
し
て

い
て
、
聴
い
て
い
る
側
が
た
く

さ
ん
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

誰
に
投
票
す
る
の
か
が
難
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
誰
が
生
徒

会
長
に
な
っ
て
も
つ
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

開
票
の
結
果 

 

生
徒
会
長 

 

二
年 

元
平 

結
凪
さ
ん 

 

生
徒
会
役
員 

 

二
年 

安
田 

琉
夏
さ
ん 

 

二
年 

小
幡 

航
太
郎
さ
ん 

 

二
年 

松
田 

帆
高
さ
ん 

 

一
年 

山
下 

ひ
な
た
さ
ん 

 
 

 
 

 
 投

票
し
た
２
年
生
コ
メ
ン
ト 

 

   

 

涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
読
書
の
秋
で

す
。
図
書
室
で
は
、
た
く
さ
ん

の
仕
掛
け
を
計
画
し
、
本
に
親

し
む
生
徒
を
増
や
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
十
月
二
十
七
日
図
書

室
ブ
ッ
ク
ビ
ン
ゴ
も
実
施
さ
れ

ま
す
。 

 

 

ま
た
、
一
年
生
で
は
、
学
年

朝
会
を
利
用
し
て
代
表
生
三
名

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
的
な
本
の
紹

介
を
行
い
、
読
書
に
親
し
む
雰

囲
気
を
醸
成
し
ま
し
た
。 

本
に
親
し
も
う 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 

目標は年間一人 80 冊読破 



選び，植えて，育て，愛でる 

 

各学級の整備部が選んだ種を蒔き，各学級のベランダで

育てた苗を花園に植える予定でしたが，苗の育ちが悪く，

ポットに植え替える作業と学級園の除草を行いました。 

１学期のベランダ植栽同様、各学級の整備部を中心に楽

しんで育てているようです。花の種類により，生育に違い

がみられ、焦るクラスもあるようですが，そこはじっと愛

情を込めて苗が育つのを待つしかありません。よく観察し

てみてください。 

考えの交流 

 

 授業では，ペアやグループでの対話的な活動を通して，

主体的で深い学びにつなげる努力が行われています。対話

的活動は，他者からの情報などで，自らの考えを広げ深め

るという目的があります。本校では「生徒の活動 20 分」

を目標に先生方の一方的な教え方でなく，主体的な学びの

時間を確保する努力をしております。 

 11 月には，県民週間やＰＴＡなども計画されており，保

護者の方が授業を参観する機会があります。そのようなと

ころも参観されて，家庭での話題にしていただければと思

います。ＳＮＳの問題などがあり，どのようにルールづく

りをしていこうか悩んだり，迷ったりしている家庭もある

かと思いますが，家庭でも対話的な活動を通して，互いの

深い理解とよりよい方向性を見いだすなど，家庭のルール

づくりにも活用してみてください。 

 

 11 月１日～７日の期間を「地域が育む『かごしまの教育』」として設定

しています。保護者や地域の方が自由参観を実施し，本校の教育活動への

取組を感じていただこうとする企画です。本校のスローガンは，「来て！

観て！感じて！私たちの学校！！」です。コロナ禍でなかなか，生徒の授

業の様子を参観することができないなかですが，感染症対策を徹底してい

ただくなかで，学校の様子を参観していただければと思います。残念なが

ら，10 月 30 日（金）に実施される学習発表会につきましては，学年の発表

の際に保護者だけの参観に制限して行うことになっております。校内に

は，生徒が作成した作品なども多く掲示されておりますので，ぜひ期間に

参観していただき，御意見をいただければと考えております。 

なお，期間中の授業は，下記のとおりです。 

各学級授業 

 ２日（月） ４日（水） ５日（木） ６日（金） 

学級 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

１年１組 数 理 英 美 社 学 技家 技家 英 社 臨 臨 英 音 総 総 国 ＼ 社 国 体 数 道 ＼ 

１年２組 美 技家 社 英 体 学 社 数 技家 理 臨 臨 数 社 総 総 体 ＼ 国 英 数 理 道 ＼ 

１年３組 理 英 体 国 数 学 技家 技家 国 数 臨 臨 国 数 総 総 社 ＼ 体 社 理 英 道 ＼ 

２年１組 国 英 理 数 音 学 理 体 国 数 総 総 英 国 総 総 理 ＼ 美 理 技家 国 学 ＼ 

２年２組 社 国 数 英 理 学 音 英 理 国 総 総 国 理 総 総 数 ＼ 技家 技家 理 美 学 ＼ 

２年３組 社 数 国 理 英 学 体 理 英 音 総 総 理 体 総 総 美 ＼ 技家 技家 国 英 学 ＼ 

３年１組 英 理 音 国 社 学 理 数 国 体 臨 道 理 数 総 総 英 ＼ 英 社 国 数 行 ＼ 

３年２組 数 国 英 社 理 学 国 社 数 体 臨 道 技家 国 総 総 社 ＼ 理 数 英 音 行 ＼ 

３年３組 国 音 理 英 数 学 美 国 社 体 臨 道 技家 社 総 総 理 ＼ 数 国 社 英 行 ＼ 

支援学級１組 活 生 交 数 英 学 交 活 作 英 臨 臨 国 生 総 総 活 ＼ 活 活 活 作 道 ＼ 

支援学級２組 交 生 活 交 生 学 交 交 作 交 総 総 交 交 総 総 交 ＼ 交 交 生 作 学 ＼ 

支援学級３組 作 交 交 交 生 学 交 数 交 交 臨 道 交 交 総 総 交 ＼ 国 数 交 交 行 ＼ 
 

11 月学校行事 

１日（日）～７日（土）地域が育む「かごしまの教育」 

４日（水） ３年実力テスト 健康教室 学校保健委員会 

５日（木） ３年実力テスト 

６日（金） ３年進路説明会、全学年・学級ＰＴＡ 

14 日（土） 土曜授業 チャレンジタイム 

15 日（日） 市民清掃 

16 日（月） ３年三者面談開始 

16 日（月） ２年修学旅行出発～19 日 

17 日（火） ３年大島紬体験～19 日 

18 日（水） 期末テスト前部活動停止 

24 日（火） １，２年生教育相談開始 

25 日（水） 期末テスト１日目 

26 日（木） 期末テスト２日目 

27 日（金） 期末テスト３日目 情報モラル教室 



 


